
第185号 お き な わ け ん り つ と し ょ か ん つ う し ん

O K I N A W A P R E F E C T U A L L I B R A R Y

空とぶ図書館開催のお知らせ
5/11（土）13：00～19：00 & 5/12（日）9：00～16：00

in与那国町 嶋仲公民館

5/18（土）9：00～14：30

in竹富町鳩間島 鳩間コミュニティセンター

5/27（月）14：30～19：00 & 5/28（火）9：00～13：00

in竹富町竹富島 まちなみ館

沖縄県立図書館の

ゴールデンウイークは

火曜日以外
開いています！



県立図書館に新たに入ってきた本の一部をご紹介します。

本の場所について不明な点があれば、カウンター職員にお尋ねください。

新着図書紹介

タイトル 著者

「源氏物語」のものがたり
日英対訳

ステュウット ヴァーナム
‐アットキン／著，とよ
ざき ようこ／訳

いま、映画をつくるということ
日本映画の担い手たちとの21の
対話

是枝裕和[ほか]／編

アンビシャス
北海道にボールパークを創った男
たち

鈴木忠平／著

古代ローマの日常生活
24の仕事と生活でたどる1日

―

古代ローマの日常生活Ⅱ
社会のしくみから食生活、娯
楽、信仰まで、生きていくた
めの100のポイント

―

死体解剖有資格者 法人類学
者が見た生と死との距離

スー・ブラック／著，
横田淳／監訳
倉骨彰／訳

図解 短時間でしっかりわか
る依存症の話

大石雅之／著

くすりがわかる 作用機序×
使い方×観察・ケア

柳田俊彦／監修

部下に「困ったら何でも言っ
てね」はNGです 若手社員は
「肯定」と「言語化」で自ら
動き出す

伊藤誠一郎／著

お怒り対応マニュアル ク
レーム対応以前の「お客様対
応」

川合健三／著

女子とお金のリアル どうし
たらお金のある人生になるん
ですか!?

小田桐あさぎ／著

親子で楽しむ星空の教科書
渡部潤一／著，
渡部好恵／著

タイトル 著者
ふわふわ

村上春樹／文
安西水丸／絵

ぼくのおじいさんってね
ふかいしずか／文，
かとうまさよ／絵

1ねん1くみきゅうしょくど
きどき

がじゅまる はな／文，
鈴木康治／絵

10歳から読める・わかる
いちばんやさしい日本国憲法

南野森／監修

考える。動く。自由になる。
15歳からの人生戦略

工藤勇一／著

ぼくらは星を見つけた 戸森しるこ／著

タイトル 著者

西表島のいきもの図鑑1000種 堀井大輝／著

石垣・宮古竹富島・西表島
'25 まっぷるマガジン

―

CLUB ORION PHOTO 
EXPRESS TOKYO-KOZA

KITAJIMA KEIZO／
[撮影]

戦雲 要塞化する沖縄、
島々の記録

三上智恵／著

はるかな友へ 奄美の日本
復帰と子どもたち

井上由利子／絵と文

放課後ミステリクラブ 2
知念実希人／作，
Gurin.／絵



場所 タイトル 内容 主催団体

3/13 ～5/13
ブラジル・ウチナーンチュ写真

展「沖縄コロニアの人々」

沖縄からブラジルへ渡った人々は、"コロニア"と呼ばれる県系人コ

ミュニティを現地で築き上げてきました。本展示では、2023年2月・8

月に、ブラジル・カンポグランデ及びサンパウロ近郊ヒベイラ沿岸地

区において収集した写真を展示し、沖縄から遠く離れた"コロニア"で

暮らすウチナーンチュの姿を紹介します。

沖縄県立図書館

5/15 ～6/24 慰霊の日関連展示 郷土資料のなかから沖縄戦関連図書を展示します。 沖縄県立図書館

グッジョブセンター展示 お仕事に関する本を展示します。 沖縄県立図書館

レファレンス常設展 図書館に来たレファレンス事例を展示します。 沖縄県立図書館

5/1 ～6/10

沖芸サテライト・ミニギャラリー

＆「沖芸の先生による、今読む

べきこの10冊」vol.14

沖縄県立芸術大学との連携事業として、「沖芸サテライト・ミニ・ギャラ

リーvol.14　阪田 清子 展」及び「Book List沖芸の先生による、今

読むべきこの10冊！ vol.14（選者：赤塚 美穂子 氏）」の企画展示を

開催中です。

沖縄県立芸術大学

沖縄県立博物館・美術館

情報コーナー
沖縄県立博物館・美術館に関する情報発信コーナー

沖縄県立

博物館・美術館

沖縄県民カレッジ 沖縄県民カレッジの情報をお届けいたします。
沖縄県

生涯学習振興課

新・沖縄21世紀ビジョン

基本計画・実施計画

目指すべき沖縄の姿を描いた「沖縄21世紀ビジョン」の「新・基本計画」と

各施策の具体的な取組を示した「新・実施計画」を紹介します。
沖縄県立図書館

4/17 ～5/6 科学技術週間展示
GODAC、OIST、琉球大学より科学技術についての展示を行ってい

ます。

沖縄県

科学技術振興課

4/17 ～5/13 りっかりっか図書館関係展示 りっかりっか図書館に向けた展示を行います。
沖縄県

図書館協議会

4/24 ～5/6 令和６年捨て犬捨て猫防止
捨て犬・捨て猫（動物遺棄）の防止の啓発や、動物愛護に関するポス

ター等の展示をします。
沖縄県自然保護課

5/1 ～5/27 食生活を見直そう 食生活を見直すきっかけになる本を展示します。 沖縄県立図書館

5/1 ～5/27 不思議で美しい透明な世界 透明なものやみずみずしいものが描かれた本を集めて展示します。 沖縄県立図書館

5/8 ～5/13

第41回JTA／RACあおぞら図

画コンクール　入賞者移動展示

会

第41回JTA／RACあおぞら図画コンクールの入賞作品18点を展示

します。

日本トランスオー

シャン航空株式会社

5/8 ～5/27
沖縄県愛鳥週間ポスターコン

クール入賞作品展

５月10日～16日の「愛鳥週間」にあわせ、令和4年度沖縄県愛鳥週

間ポスターコンクール受賞作品を展示します。
沖縄県自然保護課

5/15 ～5/28
みやぎの復興まちづくりパネル

展

東日本大震災の被災教訓を活かした「災害に強いまちづくり～宮城

モデルの構築～」の取組について発信し、震災経験の伝承と防災意

識の向上を図るためにパネルを展示します。

沖縄県土木総務課

5/15 ～6/10
令和６年度歯と口の健康週間

パネル展

6月4日から10日は歯と口の健康週間です。歯と口の健康に関する

正しい知識の普及啓発展示を行います。
沖縄県健康長寿課

5/15 ～6/10
令和6年度世界禁煙デー・禁煙

週間パネル展

5/31は世界禁煙デーです。世界禁煙デー・禁煙週間の普及と、喫煙

や受動喫煙の害について啓発を図る展示をします。
沖縄県健康長寿課

 ５月 の 展 示
期間
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通年

5月から毎月3回 を開催します！
いずれも参加無料、当日参加可です(^^)/
それぞれ内容が異なりますので、ぜひお越しください♪
場所：３階 おはなしの森

おはなし会&本の相談会
毎月第３木曜日

（11月は開催なし）
10:30～11:00 おはなし会
11:00～11:30 本の相談会

絵本の読み聞かせと読み手向け
の相談会を行います。どちらか

のみの参加でもOKです！

5/16 [Thu]

毎月第４木曜日（7月のみ第2木曜）
10:30～11:00

読み手：OASTEC(沖縄児童英語研究会)

英語を使った読み聞かせです！

英語でおはなし会

5/23 [Thu]
世界の絵本
読み聞かせ会

毎月1回金曜日（詳しくは当館HP）
10:30～11:00

読み手：沖縄県国際交流員(CLAIR)

色々な言語で絵本の読み聞かせを行い
ます！（英語、中国語、韓国語）

5/17 [Fly]



Q.

利用案内
開館時間：9時～20時（火曜・年末年始・特別整理日休館）

休館日：毎週火曜日、年末年始、特別整理期間

※図書館専用の無料駐車場はございません。

お車でお越しの際は、周辺の有料駐車場をご利用ください。

令和6年(2024年) 5月発行 第185号
〒900-0021  沖縄県那覇市泉崎1-20-1 カフーナ旭橋Ａ街区
TEL：098-894-5858（代表） 沖縄県立図書館

このコーナーでは沖縄県立図書館に寄せられたお問い合わ
せ（調査・相談、レファレンス）の一部をご紹介します。
今月は・・・

沖縄何でもQ&A

来館される皆様へのお願い
・館内では飲食禁止です。飴・ガム・チョコレートなども持ち込みはお断りしています。

倒れても、中身がこぼれない容器に入れた飲み物は持ち込みが可能です。
・携帯電話やスマートフォンはマナーモードに設定し、通話は4階・5階にある
館内電話ボックスをご利用ください。

・館内は撮影禁止です。撮影はお控えください。

No.153 (郷土資料レファレンス事例)

A.

HP X(旧twitter) facebook

沖縄の畳の歴史について知りたい

沖縄で畳が使われ始めた時期というのは、実はよく
わかっていません。1713年に成立した琉球最初の地
誌「琉球国由来記」の技術の項目を見ても、畳を作る
技術は「最初がどれほど前なのかわからない。中古の
昔からあったのではないか（何世代為初哉、不可考。
従中古有来歟）」とあり、具体的なことは書かれてい
ません。しかし、「琉球国由来記」に取り上げられて
いるということは、少なくともこの資料が成立した当
時には、畳そのものやその製作技術が、来歴もわから
ないほどに一般化していたと言うことができるでしょ
う。
畳は「畳表(たたみおもて)」と呼ばれる莚(むしろ)と、
クッション性を持った土台となるマットレス部分から
できています。琉球ではこの畳表を編むために、２種
類の植物が栽培されていました。備後藺(ビーグイイ)
と裂藺(サチイイ)です。備後藺はイグサ科の植物で、
普段私たちが目にする一般的な畳は、この備後藺を
使って作られています。裂藺（七島藺や宝藺とも）は、
カヤツリグサ科の植物で、三角形の茎を裂いて乾燥さ
せて使っていたためその名があります。裂藺で作った
莚は備後藺製のものよりも水濡れに強く丈夫なため、
農業用や日常使いの敷物として使われ、畳表としては
「琉球表」と呼ばれて台所や柔道場などに使われてい
ました。
莚に注目して史料をたどれば、薩摩が琉球侵攻後に

要求してきた物品の中に「筵三千八百枚」という品目
が見られます（「御国元江上納之諸雑物員数付御手形
之事」）。この文書が出された1611年には、莚が琉
球の産物として薩摩にも認識されていたことがわかり
ます。ただし、莚はアダンやほかの植物を材料とする
こともあるので、これが畳表用のものであったかどう
かについては注意が必要です。

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31

図書館カレンダー５月

は休館日です。

また、同時期の「物成究帳」（1626
年）には、宮古からの上納物に「ふクゐ
莚百五枚」とあります。「ゐ」つまり
「藺」をその名に持つもう一つの植物の
存在があったようです。このように莚や
畳は近世期には王府への上納物でもあり
ました。八重山では、船を監視する遠見
番の「ながら作業」として莚編みが義務
付けられていたようです。
近世までは畳の使用は身分により制限さ
れていましたので、自宅に畳を敷くこと
ができるのは建前上ごくわずかな士族層
に限られていました。近代になり、やは
り制限のあった瓦葺屋根が一般民衆にも
許可されるのと同時に、畳も人々の生活
の一部となっていったのです。

【史料】

「御国元江上納之諸雑物員数付御手形之事」『那覇市史 資

料篇第１巻２』那覇市役所、1970年

「物成究帳」→「御財制」→『那覇市史 資料篇第１巻12』

那覇市役所、2004年

「琉球国由来記」→外間守善・波照間永吉編著『定本琉球国

由来記』角川書店、1997年

【文献】

具志川字誌編集委員会編『具志川字誌』上巻、2012年

城間朝教『沖縄の自然 植物誌』（カラー百科シリーズ⑦）

新星出版、1977年

田里修「近世琉球における産物考」『沖縄大学法経学部紀

要』第４号、2004年

得能壽美「近世八重山における莚・畳の製造と利用」『沖縄

文化研究』37、2011年

【辞書類】

『沖縄大百科事典』 『沖縄語辞典』


